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アフリカ平和再建委員会 活動レポート 
2002年 11月 

  

ルルワワンンダダ                                    

① 女性洋裁技術訓練活動 
実施状況  

9月末に、今期の訓練が終了しました。訓練生に関しては修了試験を実施し、その上で 12月に修了証
書を発行することをカウンターパートの ARTCF と決めました。修了試験については現在準備中です。
前期訓練生の多くが、他 NGO からのマイクロクレジットスキームによりミシンを入手して、市場や自
宅で注文を取り始めています。しかし、それがどれだけ収入につながっているか、またそれにより派生

する問題は何かについてヒアリングを実施し、訓練から得た技術が収入につながるように支援していき

たいと思っています。また作業場を確保する可能性（訓練修了生が共同で働ける作業場を希望する声が

多い）、また彼女達の販売促進・市場開発のスキルを磨くための機会も模索していきたいと思います。

雇用機会も模索しなければなりません（ルワンダは産業が少なく、雇用の場は非常に少ないのです）。 
 次期訓練生に関しては選考が終わり、時間割り、選考科目が決定した時点で訓練生にヒアリングを行

い、彼女たちの教育及び生活背景、訓練に対する期待また不安な点、目標等を調査しようと思います。

また、訓練中から資材等に掛かるコスト等の経済概念を持つこと、生産した物をいかに販売するかを考

えるように指導していこうと思います。 
 他に、洋裁訓練所製品の販売の場を拡大するための調査をカウンターパートと共に行っていきます。

11月上旬には短期派遣専門家の七尾明紀がルワンダに到着しました。彼女の協力により、市場競争力の
ある企画、デザインの指導充実を図っていきたいと思います。 
 
今後の活動   
 次期訓練生の選考に関して、前期訓練前半は遅刻、欠席が訓練生の技術習得の妨げになったため、訓

練生が訓練に対してもっと真剣でなければならないという認識がカウンターパート側にも強くありま

した。そこで今期は、①訓練生が訓練に対して小額の授業料を負担すること、②メンバーの女性以外に

も洋裁訓練所の話が広まり受講希望者が絶えないため、小人数の非メンバーも訓練に参加させること、

③訓練生が使用する訓練用資材の一部を訓練生負担とすること、のアイデアが出ました。これらにより、

訓練生が訓練時間や資材に対してシビアになることを期待しています。しかし、彼女たちは基本的に非

常に弱い経済基盤で大家族を支えながら訓練に参加しているため、ドロップアウトすることが無いよう、

状況に応じて柔軟に対応する極め細やかさも

必要になると思います。 
 訓練生の人数と時間割りについては、訓練生

の多くが多数の子どもを抱えており、家庭にお

ける役割が大きいため、全日制にすると出席が

困難なようです。そのため前期と同様に、訓練

生の数は 20名とし、5名ずつのグループが週 3
回半日の訓練を一年間続けることにしました。 
また前期訓練の経験から、服とお土産物の両

方を 1年以内で習得するのは困難であることが
判明したため、今期は訓練生が自分で選択出来

るようにしたいという意見も出ています。 
  （報告：髙美穂） 
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② UMUCO MWIZA小学校増築及び周辺住民雇用創出活動 
実施状況 
 10月に、小学校の校舎増築工事は完了しました。その前後のもようについてご報告いたします。 
 この事業で、作業に従事した人達の子弟 18 人が、あらたに学校に通うことが出来るようになるとの
ことです。その様子も、またご報告します。 
 
【9月 27日：完成間近】 
 建築中の教室には屋根が取り付けられました。しかし、9月 16日の新学年の授業開始には間に合わな
かったため、就学前児童、小学 1年、2年のクラスが、現在ある 3教室を使用して授業を開始しました。 
 

  
屋根になる鉄板を取り付ける為の溶接作業            屋根取り付け後の教室外観 

（まだ窓やドアのガラスが入っておらず床もできていない） 
 
【10月 16日：完成直後】 
 新教室に窓ガラス、ドアのガラスが入り、床や黒板も整いました。また、椅子、机が無かったのです

が、チャールズさんが大工の兄弟に大きい椅子・机を作ってもらい、以前からある小さい椅子・机を就

学前児童のクラスの教室に移しました。全部で 4教室になったので、各、小学校 1年(60名)、小学校 
2年(26名)、就学前の 75名を年長、就学前年少に分けました。     
 

  
     就学前児童のクラスのお遊戯の時間        教室でお遊戯の後の休憩 

（報告：髙美穂） 
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③ ARCルワンダ奨学基金 
● １口 ８０００円の支援金で、ルワンダの子ども１人が１年間学校に通えます！ 
● あなたの支援している子どもの写真があなたのもとに届きます！ 
● 支援金の内訳は・・・ 
◇ 年間授業料：約 1,800円（6,000ルワンダ・フラン） ◇ 文 房 具：約 600円（2,000ルワンダ・フラン） 

◇ 制   服：約 900円（3,000ルワンダ・フラン） ◇ カ バ ン：約 900円（3,000ルワンダ・フラン） 

◇ そ の 他：送金手数料、フィルム代、現像代、郵送費などの事務経費 

（＊ 支援対象となる子どもたちは、現地の孤児院などの支援団体と協議の上、決定いたします。） 

● 個人で、学校のクラスやサークルで、地域のグループで、職場の仲間で・・・ 

ルワンダの子どもを応援してみませんか？ 
♪ 支援金のお振込は・・・ 
郵便振替口座番号  ００２５０－２－５７８３３ 
口座名義人  アフリカ平和再建委員会  （＊通信欄に「ルワンダ奨学基金」とご記入ください） 

 
 

ココンンゴゴ民民主主共共和和国国～ニーラゴンゴ火山被災者支援～ 

 
「アフリカへ毛布を送る運動」から、ゴマ

の火山噴火被災者のために配布する 5000
枚の毛布の提供が決定しました！ARC ル
ワンダ事務所が、Jesus Alive Ministry
（JAM、現地で活動する国際 NGO）の協
力を得て、責任もって被災地の方々に配布

いたします。まもなく毛布は、船に乗って

アフリカ大陸に向かいます。またあらため

て経過をご報告いたします！ 
＊アフリカへ毛布を送る運動 HPはこちら 

→http://www.mofu.org 
 

ゴマの火山被災者支援のためのテント（後方は JAMの現地代表）。 

 
 

  ＡＲＣの活動への応援をお願いします！  
 
● ルワンダのバナナリーフカード情報 

クリスマスカード登場  バナナカードのクリスマス・バージョンが登場しました！カタログもありま

すので、ご希望の方は、お問い合わせください！ HP からも注文が出来ます！ 

受託事業者募集  ARC「ルワンダのバナナリーフカード」販売業務委託を行います。 
● 仕事の時間の拘束はありません。ご都合のいい時間に仕事ができます。 
● ノルマ等はありません。売上高に応じた収入があります。 

 詳しい内容についてはお問い合わせください。お電話は、毎週金曜日の 10:00～17:00に ARC事務局（045-439-4003）

「ルワンダのバナナリーフカード」販売業務委託員募集担当が承ります。 
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● 期間限定！無償メンバーシップのお知らせ！！ 
さらなる ARC の活動に協力してくださる方々の輪を広げたいと考え、新規入会の方を対象に、1

年間の無償メンバーシップを実施したいと思います。ぜひ皆様のご入会をお待ちしています。 
♪ARCの会員になると・・・ 
 ・ニューズレター「Peace Building」の購読ができます。 
 ・ARC主催の報告会・シンポジウムへ無料参加できます。 
 ・今後設置予定の「ARCアフリカ紛争研究会〈仮称〉」への出席、報告の資格を得られます。 
 ・会員用メーリングリストへの参加資格を得られます。意見交換、情報交換が可能。 
 ・ARCが保有するアフリカ紛争に関する資料の閲覧や、現地の情報を照会できます。 
♪条件等 
 ・受付期間は、2002年 10月 10日から 12月 31日までといたします。 
 ・無償メンバーシップ期間は、2003年 1月 1日から 12月 31日までといたします。 
 ・その後は、通常の会員と同じように、会費を納入していただき、更新といたします。 
♪手続き 
・ 名前（個人名・法人名）、所属、役職、住所、電話番号、FAX番号、電子メール（＊ARC 会員

メーリングリストへの登録の有無）、専門領域、関心分野について、お知らせください。 
 
●寄付のお願い 

ARCの活動にご賛同くださる方の寄付をお待ちしております。海外での活動報告をお送りします。 
振込先  郵便振替口座番号 ００２５０－２－５７８３３ 

          名義人 アフリカ平和再建委員会 
 
 ●ARCサポーターズ 

ARCの活動を支援する、ボランティア・チームです。今年の 8月から活動を開始しました！ 
現在のところ、イベント出展の準備、バナナカードの拡販、寄付金集めなどに取り組もうとしてい

ます。将来的には、海外プロジェクトの運営や、ARCの正規スタッフへの採用の可能性もあります。 
ただいま毎週金曜日の午後 3 時から ARC 事務所にて活動中！誰でも参加できます。お気軽にお問

い合わせください！ 
 

 ●ARCルワンダ事務所メールマガジン〔無料〕 
ＡＲＣルワンダ事務所より、遠くて遠いルワンダのことをもっと身近に感じて頂く為のメール通信

を開始いたしました！どなたでも登録すれば御覧になれます。 
登録はこちらから！ →→→ http://www.egroups.co.jp/group/arcrwanda 

 
 
 
 
 
 
 
アフリカ平和再建委員会（Africa Reconciliation Committee: ARC） 
〒222-0026  神奈川県横浜市港北区篠原町2816-22 

Tel：045-439-4003 Fax：045-439-4004 

 E-mail： intrband@gol.com ホームページ http://www2.gol.com/users/intrband/arc 


